
◆平成28年度の検討会は、次回（第７回検討会）で最終回となります。

早いもので、昨年5月から始まった「まちづくり計画検討会」も

次回で第7回を数え、検討会は最後となります。 

これまで、ワークショップを通じて活発な意見交換が行われ、計

画策定も最終段階を迎えました。 

第 7 回検討会では、改定まちづくり計画の策定に向けて、また、

次年度以降のまちづくり活動の実施に向けて、主に以下の内容につ

いて検討を行う予定です。 

①具体的な取組の「実施主体」と「取組時期」について検討します。

これまでに出していただいた具体的な取組につい

て、主に誰が主体となって進めるのか、その実施主体

を明らかにします。実施主体は、「地域」、「行政」、「企

業」及び「協働」の中から検討します。 

また、具体的な取組について、その優先性を踏ま

えながら、取組時期を明らかにします。取組時期は、

「短期」「中期」「長期」などの視点で検討します。 

②まちづくりの「推進体制」と「進行管理」について

検討します。

まちづくりをどのような体制で進めるべきか、誰

が中心となって進めるべきか、その推進体制につい

て検討します。 

また、今後実施していくことになる具体的な取組

について、取組の進捗状況を把握・確認するための

「進行管理」の方法についても検討します。 

★住民の皆さんへ…

本検討会では、子どもや孫の世代のためにも、本地区がより良いまちとなるための協議・検討を進

めてまいります。検討会や、計画改定に関するご質問やご意見等については、下記までお問い合わせ

ください。 

◆改定計画における「まちづくりの将来像、方針、基本的な方向性」
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大寒を過ぎ、春の訪れが待たれるこの頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

さて、平成28年 1２月 12日（月）に開催された第６回検討会では、前回までの検討

会の結果を踏まえつつ、元吉原地区のまちづくりの将来像、まちづくりの方針、まちづく

りの基本的な方向性を確認し、検討会として合意形成を図りました。

また、まちづくりの将来像・方針の実現に向けた具体的な取組について、「新たなアイ

デア・充実すべきこと」を検討しました。 

現行計画における 

「まちづくり計画推進体制」 

－まちづくりの方針と基本的な方向性（大項目）－ 

地震や津波、大雨などへの備えを充実し“自然災害に強い安全・安心なまち”をつくる

（１）防災・減災まちづくり       （２）事前復興まちづくり 

少子高齢化に対応した“子どもやお年寄りが安心して住み続けられるまち”をつくる

（１）子育てしやすいまちづくり    （２）高齢者が暮らしやすいまちづくり 

住む人にも来る人にも便利で快適な“暮らしやすく訪れやすいまち”をつくる

（１）安全で快適な生活環境づくり  （２）元吉原ウェルカム基盤づくり 

豊かな自然とロマンあふれる歴史を活かした“個性あふれる魅力的なまち”をつくる

（１）自然・歴史の拠点づくり      （２）自然・歴史を活かしたまちづくり 

（１）住民の“つながり・絆”を「もっと」強める仕掛けづくり 

（２）元吉原の魅力を「もっと」知ってもらう仕掛けづくり 

－まちづくりの将来像－ 
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改定 元吉原地区まちづくり計画（案）の全体像 

将来像 まちづくりの方針 まちづくりの基本的な方向性（大項目・小項目） 

■狭隘道路の拡幅整備、歩道整備、交差点改良、交通標識の設置による安全性の確保 
■通学路の安全性の確保 
■落書きやゴミ・犬の糞の放置などを防止する啓発看板の設置と定期的な海岸等の清掃 
■ゴミステーション周辺の清掃 
■老朽化した空家の撤去と空地等の適正管理 
■富士山の景観スポットの整備 
■安心して気軽に利用できる公園の整備と定期的な清掃の実施 
■空地・空家の有効利用 
■JR 吉原駅と岳南電車吉原駅の結節性の強化 
■公共交通・コミュニティ交通の充実化 
■東田子の浦駅の利便性の改善 
■駅周辺に地区内資産の案内看板設置 
■マリンプールを各種イベント開催の場として活用 
■鈴川海岸のスポーツ公園の整備と活用 
■富士と港の見える公園の再整備と活用                     など

■沼川の拠点づくりと保全 
■松林の保全 
■歴史的資産の保全と整備活用 
■浮島ヶ原の自然に親しむ場の活用 
■富士塚の再整備・活用 
■毘沙門天を地域のシンボルとして活用 
■歴史資産を探索するコースの設定と説明板や案内板の設置            など

■地域や住民のニーズにあった多世代交流型イベントの開催・充実 
■まちづくりセンターなど公共施設の機能維持・充実（娯楽要素など） 
■まちづくりニュースや SNSを活用した情報発信 
■富士塚や登山ルート 3776 の PR 
■朝市や産直市、フリーマーケットの開催 
■サイクリングコース・ハイキングコース・富士山景観スポットの設定 
■元吉原の地区資産やイベントなどの PR（報道提供・SNS 等）          など 

具体的な取組（案）  （検討会において、重要かつ優先的に取り組む必要性が高いと判断された取組）

①防災・減災対策の充実（ハード） 

②防災・減災対策の充実（ソフト） 

③復興（生活・住宅再建）に向けた事前取組の推進 

④復興まちづくりの体制づくり 

①子どもの保育・教育環境の充実 

②地区の“子育て力”の向上 

③高齢者の生きがいづくりと“ハレの場”づくり 

④高齢者支援環境の充実 

①安全・安心・快適に歩ける生活道路づくり 

②富士山を活かした、美しくきれいな住みやすいまちづくり 

③駅周辺の利便性向上と活性化 

④主要施設等の整備・活用 

①自然資源の拠点づくりと保全 

②歴史資源の拠点づくりと保全 

③自然・歴史資源の有効活用 

④自然・歴史資源ネットワークの形成 

①出あい・ふれあいの場づくりと機会づくり 

②地区内に向けた発信・PR の充実 

③出あい・ふれあいの場づくりと機会づくり 

④地区外に向けた発信・PR の充実 

（1）安全で快適な生活環

境づくり 

（2）元吉原ウェルカム基盤

づくり 

（1）自然・歴史の拠点づく

り 

（2）自然・歴史を活かした

まちづくり 

（1）住民の“つながり・絆”

を「もっと」強める仕掛

けづくり 

（2）元吉原の魅力を「もっ

と」知ってもらう仕掛

けづくり 

（1）子育てしやすいまちづ

くり 

（2）高齢者が暮らしやすい

まちづくり 

（1）防災・減災まちづくり 

（2）事前復興まちづくり 

住む人にも来る人にも便利で

快適な“暮らしやすく訪れやす

いまち”をつくる 

豊かな自然とロマンあふれる

歴史を活かした“個性あふれる

魅力的なまち”をつくる 

地区の特性を活かしたイベント

や情報発信等を充実し“多くの

出あいとふれあいのあるまち”

をつくる 

少子高齢化に対応した“子ど

もやお年寄りが安心して住み

続けられるまち”をつくる 

地震や津波、大雨などへの備

えを充実し“自然災害に強い安

全・安心なまち”をつくる 

■保育園・幼稚園の適正配置と子育て支援機能の充実化 
■子育て負担軽減化の検討 
■学校と地域の連携強化 
■小中一貫校化の検討
■子どもや子育て世代が集まる場づくり、機会づくり 
■子ども・若者への見守り・声かけ運動の実施 
■高齢者や他世代が交流できる場づくり、機会づくり 
■高齢者への見守り・声掛け運動の実施                     など

■津波を防ぐための港と河川整備 
■避難経路の安全性確保のための道路拡幅・ブロック塀の撤去・無電柱化 
■備蓄倉庫の確保 
■橋・防波堤の点検・補強 
■ヘリポートの拡充 
■住宅等建築物の安全確保（耐震化・家具の固定など） 
■工場等建築物の安全確保（耐震化・消防設備の充実など） 
■自主防災組織の強化 
■防災教育の充実化・防災指導者の育成 
■町内会別防災マップの作成 
■地籍調査の推進 
■避難訓練の充実化（避難経路・防災資機材・災害リスクの確認） 
■まちづくりルール作り（道路拡幅・建替え時の壁面後退・ブロック塀の制限など） 
■連絡先や想定される避難先の確認 
■復興まちづくりを担う組織の明確化                      など

※  及び  は、新たな観点として改定計画に盛り込む項目。  は、現行計画の踏襲を基本とする項目。 


